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。
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の
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義
的
發
達
に
て
根
本
的
條
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も
の
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象
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術
、
及
貴
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風
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產
の：コ

1

者
で
あ

る

。

さ

^
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倐
件
は
直
接
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資
本
法
義
的
經
濟
組
織
に
影
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、
其
«
ホ
ホ
義
的
«
逄
0
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進
の
@
著
し
き
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.
0あ
•る
は
、
他
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®
要
な
る
諸
條
件
を
實
現
せ
し
む
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間
接
の
影
響
で
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か
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：.即
資
本
主
義
的
經
濟
組
織
の
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須
の
前
提
條
件
た
る
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き

市

民
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富

w
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q

£
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^eicbtutn)

の
成
立
は
之
等
三
個
の
倐
件
の
協
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に
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ど

な
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..又
財
貨
雷
要
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係
の
新
形
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に
對
じ
て
は1

て
陬
接
に
影
響
を
興
へ
る
。
勞
働
力
'の
供
.給
も
亦
> 
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*
の
影
響
の
下
：に
，
大
部
分
、
莳
接
又
は
1

に
國
家 

^

1

.つ
て
技
術
の
影
響
0

卞

に
生
じ
た
40
で
あ

る
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其
他
企
彩
家
階
級
：の
成
立
"
及
#
成
に
影
響
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與
ふ
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も
、
‘之
等
の
間
接
的
影
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、
三
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の
根
本
條
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ね
る
、Staat, Teclmik, E
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が
資

本
主
義
的
發
寒
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及
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せ
る
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接
の
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見
る
‘に
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»;
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大
量
生
產
萌
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先
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し
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方
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產
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く
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趴
て
_
«,
生
活
に
影
響
を
與
へ
、

®
 

本
主
義
的
發
達
を
促
進
す
ベ
&
方
面
に
於
て
市
場
を
構 

成
し
、
又
資
本
主
義
的
精
神
を
高
め
て
營
利
衝
動
を
强 

め
訐
算
の
茁
確
.

(
R
e
c
h
e
n

日
^zigkeit)

を
完
全
«
ら
し 

め
ね
る
等
の
.力
を
有
せ
る
もc

r
B
a
n
d
.

 S. 3
3
2
)

之
等
.に 

關
す
る
說
明
を
典
へ
ん
は
本
稿
の
目
的
^
す

る

所
に
あ
 

ら
す
、
.茲
に
は
唯
近
世
國
家
が
資
本
主
義
的
發
達
に
對

部

は

、直

〔

接

.に

'
 

又
へ

1

■部

は

此

市

民

.
的

富

〈

の
.
.仲

介

を

俟

も

•

し

：.て
.有

せ

.し

意

義

i
.

て

觀
S
す
る

に
ょ
れ
ば
、
.1

人
®
意
志
0
.下
：に
於
B
.る
.多
數
'人
0
人 

.

爲
的
結
合
體
ビ

レ

て
の
近
世
君
主
國
家
が
齎
ら
せ
る
：重
.

大
な
る
，影
響
は
就
中
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
即
第
一

に"

廣
大
な
る
地
域
に
於
け
る
人
民
を
國
家
の
目
的
に

.

.
貢

献

せ

し

め

ん

ど
す
る
宭
主
，國«

蜂
目
.亂
の
充
足
せ
ら

れ
ん
が
た
め
に
は
"
自
ら
生
砑
上
の
狀
態
に
最
も
大
な

る
影
響
を
有
す
る
も
の
^
な
る
べ
き
、

「

一
系
統
の
諸
政

策
が
好
は
れ
る
.。
即
諸
勢
力
は
結
合
せ
ら
れ
人
民
はJ

定
の
行
爲
又
は
不
行
爲
に0

て
指
揮
せ
ら
れ
ね
ば
な

ら
尨
い
。一

:

の
組
織
，
-

の
行
政
施
設
が
成
立
す
る
。

一：辦
る
、統
治
策
の
一
體
系
は
農
々
反
復
存
立
し
> 
歴
史
の

經
過
に
於
て
、
觅
に
迆
ん
で
、
主
體
£
し
て
又
客
體
)£

.

.

. - 

.

.

.
 

.

.

.

.

. 
ノ 

. 

' 

. 

^

し

て

の

作

用

を

な

す

。
；
：齡

ニ

K
、
國
家
目
的
の
客
體
た 

ド
る
E
民
は
其
自
ら
の
街
活
狀
態
K
影
響
を
與
へ
ら
る
o
:
: 

::

即
掘
家
の
ー
支
^
制
規
は
各
個
-

.̂0
:
生

：活
(?
)
內
に
，及
^
/ .: 

又
同
時
に
多
く
の
生
活
團
體(

L
e
b
e
n
s
g
e
m
e
i
n
s
c
b
a
3

 

,を
一
の
生
活
團
體
R
集
め
、
前
に
分
離
し
居
た
る
も
の

第
十
七
猞(

三
九
S

雜

錄

チ

ュ

ー

F

W

、

ス

を
結
合
4
る
：。：
..

」 

、

ョ
ー
P
ッ
パ
に
，
於

：
て
；
は

、
十

字

®
以

來

^

-

八

世

龈

末
 

に
'到
る
ま
で
の
長
,&
時
代
は
：恰
も
ダ
'ム
：眷
^

4
が
初
期 

'
資
本
主
_
の
時
代
と
し
で
示
せ
る
'時
期
！

摩
制 

|
君
主
國
の
發
達
に
ょ
つ
て
：著
し
く
.、
，其
內
に
.於
て
.全
< 

外
面
的
；に
、
近
世
資
本
主
義
が
發
跑
ず
る
に
到
つ
た
の 

で
あ
る
。
而
も
"
近
世
调
家
..の
生
活
機
能(Lebensaus
丨
 

ser

目g
)

の
大
部
分
は
內
部
に
於
て
は
近
世
資
本
迮
義 

の
發
生
ビ
或
關
係
に
立
^
。
即
或
は
前
提
條
件
€
な
>
、

,

刺
戟
促
進
S
な
b
成
は
又
其
障
害
ど

も
看
做
さ
れ
る
ベ 

き
で
あ
る
.パ
假
令
、
資
本
主
義
的
發
達
の
.自
覺
的
直
接 

0
促
進
は
唯
、

マ
ー
カ
ン
チ
y
■ズ
A
の
經
濟
政
策
に
現
.：
 

\

は
れ
し
の
み
な
る
も
、
尙
國
家
生
活
の
他
の
部
!1
1]

^

& 

て
間
接
^
資
本
主
義
的
狀
態
の
到
達
に
極
め
て
®
要
な 

る
意
義
を
有
す
る
も
の
^
あ
る
。

斯
く
て
、
ゾ
A
バ
ル
ト
は
、:
國
家
が
資
本
主
義
發
達 

に
_及
■ぼ
せ

る

0

^

の

觀

察

に

於

て

重

要

な

る

方

面

.を

以

チ
au
T
丨
ト
南
朝
に
於
け
A
H業
政
策 

0
0 

八
三



第
十
七
怨(

三
九
六)

：

.
_ 

.
錄

.
チ
T

>

'
ス
チ
ユ
'r
—
ト
:M朝

*-

1於
对
る
'1
:
業

猶

饿

第

二

雜

八

四

て
、
s

m

備
制
度
§

商
ェ
.

業
政
策
(3
)

交
通
政
策
(4
)

鑄
貨
て
決
宠
せ
ら
れ

;-
"

先
巧
输
々
に
其
精
舯
に
從
ぼ
全^
^

及
本
位
貨
幣
政
策
(5
)
橄
'民
政
靡
(6
)
敎
會
政
策
(7
)

'勞
：働
政 

策
£
財
政
"
等
を
礙
げ
.る
。(I 

B
s
d

 S. 

339-40)

:

茲
に
豫
め
ゾ
A
バ
ル
ト
.の

所

謂

「

經

濟

時

，代

j

 Wirt- 

s
c
h
a
f
t
s
e
p
o
o
b
e

の
«
念
に
就
い
て
述
べ
V
び
れ
-ば
な 

ら
ぬ
。
.
, 

1 

J
1

 

_

.
ゾ
ム
、パ
ダ
ト
ね
ょ
れ
ば
、
經
驗
.上
限
ら
れ
得
る
一
時

.期

に

於

て

1.

の
經
濟
：主
義
窆
>

»
に
應
す
る
經
濟
龃
織

の
支
配
が
何
等
東
縛
せ
ら
れ
ざ
^
程
に
し
て
、
又
他
の

時
期
に
は
之
に
反
^
新
經
濟
主
義
が
、
支

配

し

つ

、
あ

る
經
儕
組
織
の
圈
内
に
於
て
承
礎
を
求
め
つ
-.、
あ
る
を

见
る
の
で
あ
る
。
«
言
せ
ば
”
何
れ
の
新
_
濟
主
義
も

先
づ
_
當
時
の
經
濟
組
織
の
：11
內
に
於
：で

成

熟

せ

ん
€

努
め
ね
：ば
な
ら
ぬ'0
.
»

#現
の
だ
め
に

經

濟
-®
1
を
形

成

す

る

も

，？

典

形

態

^
倚

本
'質

的

に

，はマ
他

.の

其

當

時 

办
支
配
的
經
濟
主
翁
U
ん
產
出
せ
る
錬
濟
栽
，擦
に—

ょ
'
4

生
爾
^.
形
成
し
得
る
フ
新
*
濟
'»
織

め

立

場 

ば
、
パ
新
經
濟
主
義
が
舊
秧
序
の
圈
內
に
於
て
活
動
せ
る 

時

代

は

其

初

期

(

P
5:
ぎp

o
c
h
e
)

に
し
て
舊
經
麗
織 

ょ
り
す
れ
ば
、
其
.晚
期
ふs

'
t
e
p
o
c
h
e
)

で
あ
も
o
其 

中
間
に
、1

の
經
濟
細
織
0,
み
§
精
神
が
充
分
の
發
農 

に
到
達
せ
る
、
經
濟
組
織
の
，險

盛

期

(
H
o
c
h
^
o
c
h
e
)；

が 

存

す

る
。(I 

B
a
n
d

 

S* 

.

?

%而
し
て
新*
濟

時

代
0 

生

せ
，ん
皮
す
る
や
，
經
濟
生
！

S

は
、新
*
濟
駔
織
'

S
#

念 

(

■s
e
e

)

に

'#
々
に
接
近
せ
ん
皮
し
> 
此
接
迪
拟
1
#
1 

步

に

生

じ

、：時
間
的
_
續
(:
於
て
，、
其
生
を
ネ
め
づ
く
あ 

る
‘經
.濟
組
織
に
內
在
せ
る
諸
;«
例
‘(

&
%
>
.の
、1

部 

は
內
而
的
に
し
で
一
郁
は
外
面
的
な
.る
激
速
.令
意
味
す 

る
も
の
で
あ
る
。
內
而
的
に
其
發
達
は
次
の
妳
く
.1
,ヤ 

.行
は
る
郞
'
ナ
の
經
濟
組
織
访
特
殊
遯
素
%
働
(5
«
,
濟 

組

參

に

從

へ

ゝ

る

も

の

定

な

り

1
^

^
« ;
位

に

潑

合̂

 ̂

斯

―

て

、
其

.
總

體に
，於

て

、
經

濟

を.
螫
.
む_

方

法
^
;

-1
’
縣

す
.る
，
。
，
：
何

處

，
に

が

，
新

經

濟

方

法

の

I

0
特

殊

•傾

向

が

出
：. 

現
す
る
や
、
第
ニ
、
第
三
'0
も
0
が
之
.に
鑛
く
。
斯
く 

し
て
經
濟
生
活
の
諸
方
輝
に
新
組
織
の
特
囌
要
素
が
益 

々
完
全
な
名
形
態
に
發
展
す
る
。
斯
る
两
丽
的
發
達
^
;

相
並
ん
で
外
而
的
發
達
が
行
は
れ
る
：、

r

即
も
新
經
濟
原
一 

則
及
經
濟
形
態
が
益
々
廣
ぐ
行
ば
る〕

る
を
見
る
の
で
あ 

る
。
 

| 

さ
れ
^
、
'初
期
資
本
生
義
時
代
、を
以
て
$
 

i

主 

義
的
經
濟
紐
織
經
濟
組
織
.ビ
柑
並
ん
で
史
上
に
現
：
一 

は
れ
、
內
而
的
に
は
其
最
始
の
起
源
ょ
々
完
成
ま
t

'

j
 

外
部
的
に
は
»
々
其
獨
載(

>
ロ einherrschaft)

に
ま
で| 

鞔
展
せ
1
經
濟
時
代
把
理
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
°
従
て
資
' 

本
主
義
的
經
濟
組
織
の
最
始
の
起
源
は
初
期
資
本
主
#

 ̂

時

代

：の
：時
間
的
傾
胸
の

'た
め
の
出«
職

で

あ
'る
''
°
::
'

「

而
し
て
此
起
源X

A
I
g
e
>

 

6
は
.
，
資

本

主

義

の

觀 

念
筛
，圆
に
風
す
る
現
象
の
全
く
個
.々
.別
々
の
出
現
.を
意 

哝
，せ
.ず
し
て
> 

Wな
る
資
本
主
義
的
諸
傾
问
が
犬
な
る
.'

笫
卞
七
卷(

三
九
七)

_ 

*錄

チ
3*
丨
ド
ル
、
ス
チ

範
ぃ
18
.
<に
，即

，、
輿

衆

.的
現
象(M^ssenersdheln

ば
品)

"
^
令 

を
示
3
ね
ば
な
.ら
4
0-
本
質
的
な
る
貧
本
.生
義
的
倏
向
' 

は
輿
衆
現
象
2
し
で
現
ば「

§

ば
^
^
,な
い
。
：
而
し
セ
, 

，
資

本

主

義

的

粮

輕

の

外

而

故

活

_
>
.經
濟
0
外
部
^

#
 

態
に
於
け
る
此
！|

神
の
！

夜
h
)

を
■ 

索
め
一
.、其
最
始g

現
出
ょ
り
資
本
主
義
の
起
源
ミ
な
す
。ノ
 
:

:
_財
‘の
生
.摩
、交
衡
、分
敏
^

其
茈
常
41' 
般
Q

«
過
.に
#

て
資
.
童

義

的

經

識

響

醫

晋

從

て

_

私

る

爷
 

、
場

合

に

の

み

鮝

本

主

.

稱
C

得

べ

，
く

、
：
之

に

费

資

、 

本
里
義
办̂

|

ょ
>

^

分
離
サ
し
む
べ
き
は
據
濟
上.
0

全
- 

ハ
過
程
；に
關«.
な
；き
11
:

べ
て
0

^

^

係
1?
^:
る

ド

僚

竣

的
關
.
係
..以
外
に
は
自(

5

纖
濟
の
組
織
な
る
地
主
階
級0
.
 

外
何
物
を
も
懿
あ
ざ
る«
.

合
に
i

3f
e

.

_

f

^

ふ
は
#
;
'
: 

意
義
に
し
：て S
■

x
§
0
0
M
&
^
M
§
s
^
. 

き
限
か
"

公
共
の
債
務
を
資
本
主

，
_

«;
- 

せ
ん
‘

は
本
合
理
-

で
あ
”

る
？
：，
€

、
H

S

?

广
_ 

主
ぐ(

0

^

1

^

に

藤
.
す
る
裰
合
に
假#
*.

金
虫
が
、

ユ

る

H

i

f

' 

■

蹲

八

岑



第
十
七
卷：

(

a
九
八)

' 

雑

.

錄

チ

ュ

ー

ド
'

ス
チH
r
iト
兩
瑚It
於
げ
る

h

業

政

策

第
3
隳

八

六

:

-.:
^

ロs
を
手
工
業
者
よ
り
買
収
る
商
人
«
^
\
€し
て
も
此 

場
合
に
腕
に
資
本
主
義
を
認
め
ん
^
す
る
は
.同
じ
く
謬 

:
:つ
て
居
る
。
茲
に
は
唯「

資
本
：に
對
す
る
間
接
の
從
風」 

ビ
稱
し
得
る
。
而
も
此
語
も
亦
、
嚴
密
に
云
へ
ば
、

_ 

に
到
る
，處
に
資
本
及
實
際
に
資
本
主
義
的
經
濟
形

.

態
':

の 

存
す
る
時
に
始
め
て
許

容

せ

ら

る

'へ
き
も
®

で
あ
る
り 

.

寧
ろ
、
次
の
'一
一
條
件
の
充
足
せ
ら
れ
ざ
る
以
前
^
、

.;成
时
代
に
資
本
主
義
を
僅
く
こW

な
き
を
妥
當
な
b
ど 

■

M
は
れ
る
。
即
⑴
經
濟
上
に
活
動
す
る
人
の
他
人
の
意 

，志

が

貨

幣

の

媒

介

手

段

に

.よ
り

で
營
刹
目
的
に
使
用
せ 

ら
る
る
こ
^
。
(2
)
斯
名
他
人
の
0
志
の
從
屬
ビ
、
尙
常 

に
、
最
高
可
能
の
利
潤
獲
#
の
見
地
よ
b
經
濟
生
活
の 

:

合
理
化
を
目
的
ビ
す
る
經
濟
關：

係
の
新
秩
序(

s;
e

§
â
‘ 

i

g)

へ
の
傾
向
^
が
結
合
す
る
：こ
€
。
の
1
ー
0
’.で
あ 

.る
。一

言
に
盡
せ
ば
、
W
S
Aが
資
本
主
義
ど
去
'ひ
# :
、べ
_ 

き
が
た
め
.に
‘存
在
甘
ざ
る
ベ
か
.ら
ざ
.る
：最

少®
は
' 
'假 

令
籾
め
は
奋
<
幼
：雅
(7
)
.狀

旗

な

；：る
に
'も
。せ

夂

？
.
資

本

生
•義

的

企

業

で

：ぁ

る

。
職

し

て

、
吾

人

が

初

期

資

本

虫

：義

時 

代
^
劃
す
る
が
た
.め
に
.有

す

る

自

的

撤

' (t
e
r
m
i
n
u
s

へ

a
d

 

q
u
e
m
v

は
、
»-
本

主

義

的.鑛
».
組

織

に

屬

す

る

讅

傾

向 

が
"
輿

衆

的

現

象

ビ

し

て

，完

成

^
達
せ
る
時
を
.決
忠
す 

「

る
こ
と
で
あ
る
o (II 

B

I
 

3-6)
：

此
初
如
資
本
主
義 

:

時
代
を
ヨ
ー

ロ
.

ッ
パ
史
'に
於
て
如
何
な
る 

"

ベ
き
.か
、
即
.如
#
な
：る
，時
、
' 如
^
な
る
地
に
近
世
資
本 

.主
義
の
起
減
を
定
む
べ
き
'や
' に
つ
い
て
は

•

ゾ
A
パ 

ル
ト
は
先
づ
第
^

ニ
世
紀
：の

ィ
タ

ソ

I

に

於

け

る

資

本 

主

義

的

商

樂

に

其

起

源

を

求

め

.
、

其

後

に

其

他

の

諸

國 

に

燃

け

る®g

を

認

めft
れ
^
も
1
後

に

述

ぶ

る

が

如 

:
き
彼
の
硏
究
態
度
^
り
し
て
、
全
r
f ロ
ジ
パ
，經
濟
史 

に
於
け
を
、
初
餅
資
本
主
.義
：時
代
を
區
劃
せ
ん
^
;し
て
、
 

.廣
狹1

!
倜
の
時
代
:̂
區
财
^
.て
居
.る
。
M
廣
義
0 :
初
期 

」

資

本

裏

時

代

ば

：略

々

第
+:
1
1
S
紀
中
葉
ょ
り
、
準

如
世
紀
中
'1
に
及
.
び
、
ョ
ー
口
ッ~
パ.
に
於
け
.
を
^

本
主
：
；
^

■

办

1 :
:'»
の

现

か

#
 

諸

&
の

电

權

概：.

(H
o

ch
k
a
p

ita
l

w'm
s).-\

へ

の.
變

遷
”に.
到.
る..灸
'で.
の.
時

..代
 

:

を
抱
舍
す
る 

> 
之
に
反
し
、：
其
狹
義
の
時
代
を
略
々
第 

十

-/
»
世
紀
中
葉
よ
り
卜
飨
十
八
泄
紀
り
中
葉
：

i

到
^
ま
" 

，
で

の

時

代

即

資

本

ホ

義

的

本

質

の

決

定

的

T

般

的

.な

る 

'起
源
よ
り
、
英
阈
が
資
本
.主
雜
隆
勝
期
に
入
る
ま
.で
.の

\ 

時
代
ど
定
め
得
る
ビ
运
ふ
。

3
 Band. 

S. 
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へ

\ 

:
.次
ぎ
に
ゾ
ム
バ
ル
ト
は
"「

诉
世
資
本
主
義
_

序
文
ノ
| 

0
中
に
於
て
、
本
書
^
於
け
る
彼
の
歴
史
硏
究
の
態
■度
一 

-に
.就
き
て
.次
の
如
く
ー
ム
ふ
.
.ー：
1
:
: 

.

.

.

.

.
, 

明
に
膝
史
に
間
ふ
べ
き
ニ
個
の
可
能
性
あ
り
、
' そ
は
一 

磐
て
：

1

度
發
生
せ
-
事
或
は
反
復
繰
返
さ
れ
だ
る
事
で|

:あ
る
0
,
.
前
者
a
典
事
件
の
m
,一
 
極
に
V
^
K
y
て
特
殊
歷
史
.

；|

:

:.
.

.

..

.

.

.
 

. 

-

.

.

.

.

.
 

\

的
阳
題
い
後
者
は
姊
反
復
せ
ら
れ
し
の
^

^
以
て
社
會
'

:

學
的
開
題
ビ
稱
す
る
は
、
：I兩
者
俱
に
正
常
^;
し
で
、
：總

v

て
■の
见
書
は
此
爾
問
題
に
資
せ
ん
ど
す
る
も
の
で
あ

る
。
元
よ
h
觀
察
：の
對
象
に
應
じ
て
て
の
他
に
優
れ
:̂

こv

あ
る
べ
く
"
傅
記
^
狀
態
史
ぎ
は
極
端
の
反
對
を

第

十

七

盤Q
一
九
九}

雜
錄
チ
ュ
ー
ド
べ
ス

«#
.

:

•亦
'す
も

.

の
，で
.あ
る
。
■此

南

個

鈔

：

間
題

は

經

濟

史

ぱ

於
：̂
 

も
亦
‘正
に
存
在
す
4
,も
.、
茲
は
.は
何
等
.の

Erit̂
veaer- 

o
d
e
r
«

く
、
唯

Sowahl-als-auch 

あ
る
の
.み
で
，あ
^
。
 

_
:
#用
«
る
：經
濟
史
偉
、
：特
殊
性
0
發
見
を
特
.に
明
|
^
ら 

じ
‘む
.
.る'
に
、
軍
に
補
助
ミ
^
て
：の
み
.な
.ら
ず
、：.眞
( C

基 

礎

せ

し

ザ

、

歷
：史

的

社

會

：學

的

，硏

究

を

必

要

^
す
る
：‘
 

の
な
る
を
强
調
せ
；ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。：斯
く
て
先
づ
、 

如
何
な
.る
.經

濟

的

現

象

：が

 

1
,
1
般
的
な
る
.や

即

反

復

繰

.返 

さ
る
る
や
を
決
定
し
，た
る
時
初
め
‘て
、
吾
入
は
吾
人
に 

.
ょ

り

て

考

察

せ
&
.る
.る

間

題

の

特

棘

性

の

.：奈

邊

に

あ

合 

や
を
確
霄
す
％
を
得
る
0
赘
'̂

る
>
' -
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ノ
：
 

本
書
の
.特
徵
ば
實
に
、
義
濟
的
現
象
0
ニ
般
铧
に
對 

す
务
問
題
が
最
.も
稼
端
な
.れ
ざ
も
^
許
さ
务
べ
ざ
範
®
 

に
ま
亦
■
張
せ
ら
^

^

は̂
~存
す
る
。其
|^
*
.は
呵
部
、 

.
,
0
0
 ̂
I 

>
諸
國
挞
に
ょ
>
て

立

て

..ら

れ

找

各

文
 

化
的
®
園
で
あ
.る

は
間
題
は
1£
‘に
特
殊
.歷
史
的
で
あ
る
。
即「

近
世
資
本
主

ユ
ア
ー

《

兩

朝

に

於

け

る

エ

議

策

笫
！1:雛
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H
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八

義」
史
あ
る
の
み̂
:

し
て
單
な
：る‘
資
本
主
_

&

で
へ
は
な
，

い
.0

而
し
て
斯
る
限
界
の.
中
に
.

於
て
、
各
國
K

の
.特
殊 

性
は
W

く
措
き
，
先
づ
近
世
資
本
主
義
の
成
立
に
導
け 

る
如
何
な
る
*
濟
他
现
象
が
全
ョI 
ロ
ッ
パ
國
民
に
一 

般
的
の
も
の
な
る
や
が
考
察
さ
れ
る
。
此
間
題
0

充
分
.

一
 

足
認
さ
る
べ
き
も
の
な
る
を
信
ず
る
の
み
な
ら
す
，
旣
，

に
云
へ
る
如
く
、
此
經
濟
的
發
逄
の
全
ョ
ー.：

ロ
ッ
パ'
1\ 

般

の

將

質

の

砲

Mii

小
な
る
tg
BI
の
經
濟
的
事
件j 

を
考
察
し
て
多
大
の
：效

果

を

擧

げ

/t
が
，た
め
に
必
須
の 

前
提
た
る
も
の
で
.あ
る
ー
。
卞
ヲ|

9
し
パ
經
濟
史
C0
如
：何
一 

«
る
や
を
知〜

て
後
、：
始
め
て
獨
逸
、
フ
ラ
ン
ス
、英
-國 

_其

他

の

各

國

經

濟

史

を

記

し

得

べ

き

で

办

，る

。
數

學

者

Z
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c
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+
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凸
と
な
す
如
く
、
其

\ 

#

々
は
ョ
ー
ロ:ッ
_パ
的
並
はli
i
民
的
本
質
：ょ
々
の
產
物

：； 

セ
る
全
歐
經
濟
史
ょ
り
、

ョー

ロ
ッ
パ
的
基
_
を
杣
出

し

本

.
來

の

狀

態

を

好

究

せ

./V

.と

す
。
' 如

何

な

る

1

歷

■史
- 

家

；
 
も

熟

慮 
の•
後

斯

る

硏

究
.
方

法

を

狭

義

：
に

於

け

，
る

歷

史

：

研

窕

：
典

に

其©^
>
:
き

を
1
め

ぎ

る

を#
な
.
^
で

ぁ

益 

ぅ
力..

(
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e
M
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w
o
r
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，
本

書

に#
1：
,
大

鼓 

以

上

め

如

き

立

場
|

(

ゾ

んV

ル
、
ト

は

敍

述
^:
な

す
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f
c
v而

も

硖

主

_
論」

舊

勝

ょ

卜

以_
 

>
に
行
球
れ
拎
る
資
#

^
義
發
達
|
:
部
分
的
問
題
ば
賴 

す
旮
諸
著
の
自
的
ミ
す
る
肺
ば
;'
>
斯
冬
個
.々
0.
M硏
究
に
い 

ょ

專

6
之
等
.の
，部

分

的

問

題
0
研
究
に
1 /
く
沒
頭 

す
る
-の
要
0
る
を
a
て
'硏

究

者

1

,lw 

に
集
中
せ
ん
，ど
せ
'し
^
.外
樣
ら
w

f

’

「

依
て
本
稿
^
於

忙

初

期

資

本

猶

義

時

代

ゅ

敕

け

：る

_
: 

家

殊

に

其(^
商

エ

業

，
政

策

が

資

本

主

義

0
發

達

に

及

ぼ
 

せ
る
塞
を
考
察
ず
斧
に
當
：令
，
，@

ゾ
ム
グ
ぞ
ト
が
：
. 

擧
げ
'た

る一

般

論

を

*

ベ

警

後

に

斯

る

醫

政

策

が
 

當
時
の
英
_
經

濟

生
洁
科
ミ̂
て
、
又
»
組
_
:
0
*
$
0

- 

上
に
如
何
な
る
影
響
を
.與

.へ
た
‘る
：.か
を
見
.る
9
洵
に
英

國
.は-

V

ル
マ
ン
，諸
.王
0
.勢
カ
德
*
?>
時
代
ょ
办
.以

來

、
：
： 

決
し
.

て
'
'

n
r
!

尸
ツ
:

■
パ

v

府
の
支
配
ょ
り
完
全
：。
肶
却
せ
し
こ
は
な
い
o

へ
ン 

.
ソ
ー
一
一
世
及
其
後
繼
者
に
ょ

6
で
刻
苦
完
成
せ
ら
れ
た 

る
法
#
的
行
政
的
機
關"

エ

ド

ッ

ー

ド

三

世

：の

下

に

於 

け
る
議
會
の
立
法
上
の
活
動
等
、
之
等
は
廣
く
全
國
を 

單

.一
め
包
括
的
政
治
組
織
の
範
圓
內
に
齎
ら
し
た
‘

.与
：. 

丨
口
ジ

パ
大
陸
の
大
部
免
に
1:
>
て
、
：中
世
後
期
に
於
,: 

:て
は
中
央
國
家
的
權
カ
は
_

せ
^

或

は

又

極

め

て

微

:
 

カ
の
も
0
に
し
て
經
濟
^
活

；の

支

酿

に

..於

け

る

其

地

位
 

は
多
數
都
市
の
權
カ
に
i
,つ
て
占
め
^
れ
た
。
X
業
的
、 

商

業

的

諸

關

係

の

取

位

は

都

市

に

し

て

、

':
;
國

家

或

は

後 

に
獨
逸
に
於
け
る
が
如
き
領
域
で
は
な
か
つ
た
。

^

國 

は
卟
點
に
於
て
も
他
の
㈣
濟
^
諸
點
^

ナ
ァ
の
普
及
、
 

o
 

:ド:0
發
生
等)

の
如
く
他
の
菌
歐
諸
國
ビ
等
し
く 

な
か
つ
如

。
，英
國
に
於
て
も
亦
吾
人
は
中
世
後
期
の
時
 

代
の
特
徵
を
都
市
經
濟
の
時
代
:̂
云I

ふ
ぎ
而
も
數
個
の 

S

TI
I

は
決
し
.て
、
ィ
タ
リー

或
は
ド
ィ
ッ
に
於
け
る
が 

如
く
金
然
外
部
の
文
配
よ
6
獨
立
せ
る
も
の
で
は
な
か

つ
た
。
.
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ル
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め
T.
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而
し
て"

ゾ
ム

イ
ル
ト
に
ょ
：：つ
て
初
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主
義
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|

代
を
以
て
劃
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れ
だ
る
時
期
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、
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少
<'
'
:
:ど
1

英
國
_
:
關 

で
す
る
限
々
に
：於
て
、
之
を
國
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似
經
濟
政
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方
肺
ょ 

ー
：ん
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れ
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す
マ
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ガ
之
チ
ダ
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の
時
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せ
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